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主な連結子会社および関連会社は次のとおりであります。

連結子会社

ヤマゼンクリエイト㈱ イベント企画、生活関連用品の販売
山善綜合サービス㈱ ビル管理業及び損害保険・生命保険代理店業
ヤマゼンロジスティクス㈱ 倉庫・保管業
ワイペック㈱ 工作機械等の展示・販売・技術指導
㈱トラベルトピア 旅行斡旋業
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（2）コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況

経営上の意思決定、執行及び監督に係るコーポレート・ガバナンス体制について当社は以下の通

り取り組みを行っております。

①当社は監査役制度を採用しており、監査役会は常勤監査役 1 名、非常勤監査役 2 名（内、社外監

査役 1 名）で構成しております。監査役は、取締役会など重要会議に出席し、経営全般に関する

客観的かつ公正な立場で意見陳述を行うとともに、監査役会で策定した監査計画に従い、取締役

の を行 もてお を業営全吾 業 フ採 ております。
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1. 経営成績
（1）当期の概況

当期のわが国経済は、個人消費や住宅投資の伸びは小幅にとどまったものの、民間設備投資の拡大
や輸出の増加、企業収益改善などを背景に、着実な回復を続けました。
海外では、米国経済は減税や低金利を背景に個人消費や民間設備投資が回復基調で推移し、欧州経

済は全般的に停滞したものの、期後半から回復の兆しが現れました。アジア経済はSARS（重症急性
呼吸器症候群）の流行により一時的に生産活動が低迷しましたが、終息後は中国の経済成長を中心に
全体的に拡大を持続しました。
このような情勢下、当社グループはローコストオペレーションに一層注力し、営業面では成長性や

付加価値の高い商品開発に努めると共に、既存販売チャネルへの深耕と新規販売チャネルの開拓に積
極的に取り組んでまいりました。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の { ㇽ俥ㇾ も 当連口 ん キャゼ 牡 ス廞当連廞钃取蘭 畿紝“ン当連当連丼廞当連廞
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比較増減

（△印減）

（単位：百万円）

（ 負 債 の 部 ）

Ⅰ 流 動 負 債

支払手形及び買掛金

短 期 借 入 金

未 払 法 人 税 等

賞 与 引 当 金

そ の 他

流 動 負 債 合 計

Ⅱ 固 定 負 債

社 債

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 引 当 金

繰 延 税 金 負 債

そ の 他

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

（ 少 数 株 主 持 分 ）

少 数 株 主 持 分

（ 資 本 の 部 ）

Ⅰ 資 本 金

Ⅱ 資 本 剰 余 金

Ⅲ 利 益 剰 余 金

Ⅳ その他有価証券評価差額金

Ⅴ 為替換算調整勘定

Ⅵ 自 己 株 式

資 本 合 計

負債、少数株主持分及び資本合計

100,327

17,300

178

1,262

3,293

122,362

4,650

16,189

2,038

279

0

629

23,787

146,149

211

7,909

6,081

1,876

756

△ 1,583

△ 3

15,037

161,398

％

75.9

14.7

90.6△ 3
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（単位：百万円）（3）連結剰余金計算書

（ 資 本 剰 余 金 の 部 佰 き
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（単位：百万円）（連結損益計算書関係)

１. 販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次のとお
りであります。
支払手数料 2,465
賃借・保管料 3,369
給料・賞与金 8,600
賞与引当金繰入額 1,255
貸倒引当金繰入額 965
退職給付費用 1,862
役員退職引当金繰入額 24
減価償却費 804
その他 8,960

２. 固定資産売却益の主な内容



0－ －017

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に記載
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②リ－ス取引関係

１. リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの
以外のファイナンス・リース取引
①リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、
減損損失累計額相当額及び期末残高 z
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⑧継続企業の前提

該当事項はありません。

当連結会計年度
期間定額基準
2薬
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